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実行プランのまとめ（案） 

～ 地域のまちづくりに関する施策の提案 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



             子育て・教育 

 
（１）実施内容 

目
標 方 策 取り組み 内 容 

 1

①行事参加意欲の向上 地域行事の実態調査に基づき，地域情報紙の歳時

記を充実するとともに，より魅力ある行事を開催

することで，参加意欲を向上させる。 
 

 

②伝統行事の伝承 伝統行事に関するまち教授を募集し，小中学校・

幼稚園・保育園と連携して伝統行事を子どもたち

に伝える。 
 

 
地域主催行事への積

極的参加の推進 
 

③ふれあいの場の提供 親子で参加できる行事を企画・開催し，ホームペ

ージや学校等で参加を促すことで，親子のふれあ

いの場を提供する。 
 

 
 
各種技能者による次

世代を担う人材育成 

④各種育成講座の開催 地域にいる各種技能者の方々の協力のもとで各種

講座を開催し，人材育成に繋げる。また，各学校

に働きかけ，小中学生を対象に地域マップや名所

旧跡ＤＶＤを活用した出前講座を開催し，地域の

歴史文化などを次の世代に伝える。 
⑤スポーツ参加機会の提供 
 

子どもたちを対象としたスポーツ大会（ミニサッ

カー，縄跳び，ドッチボールなど）を地域行事に

合わせて開催し，参加機会を提供する。 
 

⑥子どもたちの連帯強化 
 

地域における夏休みのラジオ体操の取り組みの統

一を図り，地域全体のイベントに設定し，一緒に

なって体を動かす機会を創出する。 
 

⑦地域資源を活かしたスポ

ーツのできる環境づくり 
スポーツ指導者の協力のもとで既存施設を活用し

たスポーツ教室の開設や地域スポーツクラブの設

置により，子どもたちがスポーツを始めるきっか

けづくりを支援する。 

 
 
スポーツを通じた子

どもたちの絆づくり

の推進 
 

⑧総合スポーツ施設の整備 地域における競技スポーツを充実させ，官民一体

の運営によるスポーツ施設を整備し，更なるスポ

ーツ活動の充実を図る。 
 
 
地域の連携による地

域交流活動の充実 

⑨地域ぐるみのあいさつ 
運動 

 
 

あいさつ運動を実施するためのボランティアの募

集や学校を通じた各家庭へのあいさつ運動チラシ

の配布により，地域・学校・家庭が一体となった

あいさつ運動を展開する。 
 

⑩家庭教育力の強化 
 

子育ての実態調査を行い，調査に基づき子育て相

談を充実することで，子育て中の保護者が安心し

て子育てができる環境をつくる。 

方策１ 

方策２ 地
域
の
人
々
が
支
え
あ
い
，
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
地
域 

方策３ 

方策４ 

 
 方策５ 
地域における子育て

支援の充実 ⑪子どもの家の交流 上河内東小学校・上河内西小学校敷地内に子ども

の家を整備し，放課後における安全で安心な生活

の場を提供するとともに，地域にある３つの子ど

もの家が連携して合同事業を展開し，子育て中の

保護者の交流機会を充実させる。 

 

（合併市町村基本計画付議事項） 
 



 

 
（２）スケジュール 

取
組 ３年後までに ５年後までに １０年後までに 

・地域行事の実態調査 ・魅力ある行事への転換  
・地域情報紙の歳時記を充実化   

①    
  
・まち教授を募集 ・伝統行事と学校教育の連携  
 ・学校等へまち教授を派遣  

②   
 
・既存行事の把握 ・親子参加型行事を企画開催  
 ・ホームページや学校等で参加促進  

③   
 
・地域にいる技能者の発掘 ・各種講座の開催  
・ニーズ調査   
・各種講座のメニューづくり   ④ 

・学校等への紹介 
 
・スポーツ大会の内容を検討 ・地域行事に合わせスポーツ大会を  

 開催  
⑤   

 
・ラジオ体操の取り組み内容の検討  ・ラジオ体操を地域全体のイベント

に設定   
⑥   

 
・スポーツ指導者の発掘 ・既存施設等を活用したスポーツ教

室の開催 
・地域スポーツクラブの設置

  
⑦    

 
  ・スポーツ施設の整備 
   ⑧ 
   
・あいさつ運動ボランティアの募集   
・学校を通じたあいさつ運動チラシの

配布 ⑨ 

・地域全体であいさつ運動を実施 
 
・子育て実態調査 ・調査を基にした子育て相談の充実  
 ・交流機会の提供 ⑩ 

 
 ・上河内東小，上河内西小の子どもの

家を学校敷地内に整備 
・子どもの家のスタッフを対象に研

修会を開催 
 ・上河内地区内３つの子どもの家が

連携し，合同事業を実施 ⑪  
 ・保護者の交流機会の充実 
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  環境・景観・防災・上下水 

 
（１）実施内容 

目
標 方 策 取り組み 内 容 

 3

①水質の保全 
 

河川の清掃活動の日を定め，定期的な河川の清掃

を行うとともに，子どもたちの水環境に対する意

識の啓発を行う。また，地域内の下水環境を完全

に整備することで，安全で安心な水質の管理を行

う。（合併市町村基本計画付議事項） 

 

②蛍マップの作成 
 

蛍の生息地調査を基に蛍マップを作成するととも

に，定期的な河川の清掃を行い，蛍が生息しやす

い環境を維持する。 

 
豊かな水を活かした

まちづくりの推進 

③豊かな水の活用 
 

小水力発電を検討し，豊かな水資源を活用したま

ちづくりに繋げる。 
④ごみ「０」運動の促進 
 
 

毎月，清掃の日を定め，地域全体で定期的な清掃

を行うとともに，地元の小学生にごみ「０」運動

に関する啓発ポスターを依頼し，不法投棄がある

ような場所に設置することで，ごみ「０」の地域

を定着させる。 

 
 
地域ぐるみの環境保

全活動の推進 

⑤花とみどりのまちづくり 
 

ガーデニング講座やガーデニングコンテストの開

催により，地域ぐるみで景観美化活動を推進する。

⑥耕作放棄地の再生 耕作放棄地で草花の作付けや農業体験学習を行

い，耕作放棄地を有効に活用する。 
 

 
 
耕作・山林放棄地の有

効活用の推進 ⑦里山の整備 
 

地域ボランティアの活動協力を得て，里山の間伐

を推進し，森林全体を健康にしていくとともに，

上河内の間伐材をログハウス用材木として有効に

活用する。 
⑧地区毎の自然の発見 地域資源育成保全を行うボランティアを募集し，

地域に眠っている資源を発掘するとともに，発掘

した地域資源と梵天の里歩こうマップを連結さ

せ，地区外の人との交流を深める。 
⑨山田川サイクリングロー

ドの整備 
山田川サイクリングロードを整備し，サイクリン

グターミナルを設置するとともに，サイクリング

ロード沿いを花でいっぱいにする。 
⑩ハイキングコースの整備 羽黒山周辺のハイキングコースを整備し，羽黒山

周遊コースと名所旧跡と連結させた地区内ハイキ

ングコースを設定する。 

 
 
自然を活かした景観

活用交流の充実 

⑪西鬼怒川堤の整備 
 

西鬼怒川堤に桜（黄桜など）を植林し，上河内の

桜の名所に位置づけることで，地域内外の人との

交流を推進する。 
⑫災害対策の強化 
 
 
 

災害に関する地域調査を行い，地域に合った災害

対策を検討するとともに，多くの住民参加による

防災訓練を通じ，各自治会の連携を強化するなど

して防災意識を高める。 

方策１ 

方策２ 
人
と
豊
か
な
自
然
が
調
和
し
，
安
心
し
た
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
地
域 

方策３ 

方策４ 

 
方策５  

災害に強い地域づく

りの推進 
⑬井戸水マップの作成 地域にある井戸水調査を行い，調査に基づく井戸

水マップを作成することで，災害時の飲料水を確

保する。 
 

 

 



 

 
（２）スケジュール 

取
組 ３年後までに ５年後までに １０年後までに 

・定期的な河川の清掃活動  ・認可区域内の公共下水道の

完全整備 ・子どもたちの水環境に対する意識  
啓発  ① ・認可区域外の合併処理浄化

槽設置の支援の強化  
 
・蛍の生息地調査 ・蛍マップに基づく河川の清掃  
・蛍マップの作成 ・蛍マップを地域内に周知  ② 

   
 ・小水力発電の可能性について検討 ・小水力発電の実施 

③  
・地域の清掃日の制定（月１回） ・地元の小学校生に啓発ポスターを  

依頼し，不法投棄場所に設置  ・地域全体で定期的な清掃活動の実施

   ④ 

 
 

 ・ガーデニング講座の開催  
 ・ガーデニングコンテストの開催  ⑤ 

   
・耕作放棄地に草花を作付け  ・耕作放棄地の利用調査（他事例等）

・耕作放棄地を農業体験学習に利用  ⑥ ・耕作放棄地の活用方法と場所を選定

 
  ・地域ボランティアの協力を得て，

里山の間伐事業を推進   
⑦   ・間伐事業をログハウス用材木等に

活用  
・地域資源育成保全ボランティアの  ・発掘した自然を小冊子にまとめ，

各公共施設に設置 募集  
⑧ 

・地域資源の発掘調査  ・美しい景観地や名所旧跡等の維持

管理を強化 （梵天の里歩こうマップ等を活用）

 ・山田川サイクリングロードの整備 ・サイクリングターミナルの

設置  ・ロード沿に花を植栽 ⑨ 
  
  ・羽黒山周辺のハイキングコースを

整備  
⑩  ・名所旧跡等と連結させ，地区内ハ

イキングコースを設定 
  ・西鬼怒川堤に桜（黄桜など）

を植林し，桜の名所に設定⑪ 

・災害に関する地域調査   
・上河内版ハザードマップの作成 

⑫ 

・地域全体で防災訓練を実施 
・災害時緊急用具を適正保管 
・地域にある井戸水調査 ・井戸水マップの作成 ・つるべ井戸の設置 
  ⑬ 

 
 
 

 4



             健康・福祉 

 
（１）実施内容 

目
標 方 策 取り組み 内 容 

 5

①ボランティアバンクの 
設置 
 

高齢者ボランティアを募集し，ボランティアバンク

を設置する。 
 
 
高齢者を活用したボ

ランティア活動の充

実 
②ボランティア活動の強化 ボランティアニーズ調査に基づき，１人１分野ボラ

ンティア活動を行うとともに，高齢者ボランティア

と地域団体との連携を強化することで，ボランティ

ア活動の更なる充実を図る。 
③温泉施設と保健センター

の有効活用      
温泉施設と保健センターが連携して健康づくり教

室を開催するとともに，既存の健康づくり教室の

PR を強化し，多くの方々が参加できる機会を提供

する。 
 
 

④歩くことによる健康づく

り 
 
 

上河内にある歩く会のネットワークを強化し，上河

内地区全域のウォーキングデーを定め，温泉施設を

中心とした周辺の散策などを行う。 

 
 
温泉施設等を利用し

た健康づくりの推進 

⑤高齢者を配慮した温泉施

設の再整備 
 

利用者ニーズ調査に基づき，高齢者にやさしい温泉

施設内の整備を行うことにより，安心して利用でき

る施設を提供する。 
⑥高齢者の生きがいづくり 
 

高齢者の趣味や特技など調査し，調査を基にした発

表会などを開催することで，高齢者の外出意欲を向

上させる。 
⑦デマンドタクシーを利用

した外出支援の強化 
多くの高齢者が進んで外出できるような地域に合

ったデマンドタクシーの運営により，高齢者の外出

を支援する。 
 

 
 
高齢者の外出支援の

充実 

⑧高齢者の身近なふれあい

づくりの場の提供 
隣近所・公園・公民館など，いつでも集まれる場所

を高齢者に開放することで，高齢者の趣味や特技な

どを活かすことができるふれあいの場を提供する。

⑨食とふれあう機会の提供 地元の食材を使用した料理教室などを行い，食の大

切さを地域に広く伝えるとともに，次の世代に食文

化を継承するための会食会などを開催する。 
⑩学校と連携した食育活動 学校教育の中で農業体験を拡大するとともに，自分

で収穫した野菜を使用して食育教室を開催するこ

とで，次の世代に食の大切さを伝えていく。 

 
 
地元の新鮮な食材を

活かした食育の推進 

⑪地場産の野菜等を使った

料理の開発 
地場産野菜等を使用したメニューの開発や上河内

の郷土料理など，上河内の食文化を地域内外に波及

させる。 
⑫世代間交流の充実 
 
 

現在，自治会で行っている三世代交流事業を他自治

会に波及させるとともに，高齢者が地元の幼稚園や

保育園の園児に昔ながらの遊びを伝えることで，世

代間の交流を充実させる。 

方策１ 

方策２ 

地
域
の
人
々
が
生
き
が
い
を
持
ち
，
心
豊
か
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
地
域 

方策３ 

方策４ 

 
方策５  

世代間交流を通じた

生きがいづくりの推

進 ⑬三世代交流施設の設置 生きがいづくりの場を定着させるための三世代交

流施設としてサロンを設置し，様々な催しや伝統工

芸等を子どもたちに伝えることで，三世代交流事業

を推進する。 
 



 

 
（２）スケジュール 

取
組 ３年後までに ５年後までに １０年後までに 

・高齢者ボランティアの募集 ・ボランティアバンクを設置  
   ① 

 
・市のボランティアセンターを活用  ・高齢者ボランティアと地域団体との

連携強化 ・ボランティアニーズの調査  ② 

  ・１人１分野ボランティア活動の実施

  ・意見交換会の実施（梵天の湯，保健

センター，地域）   
  ・温泉施設と保健センターが連携し，

健康づくり教室を開催 ③  
・保健センターで実施している各種健

康づくり教室の PR の強化 
  ・上河内にある歩く会のネットワーク

化   
④   ・ウォーキングデーを定め，梵天の湯

周辺を散策  
・利用者ニーズ調査  ・高齢者に配慮した温泉施設内の再整 

備 ・意見交換会の実施（地域，行政）  ⑤ 

 
・高齢者の趣味や特技などを調査   

  ⑥ ・高齢者の趣味や特技を活かした発表

会を開催   
 ・デマンドタクシーに対する理解の促

進（PR 活動の強化） 
・デマンドタクシーを運営するための

組織を設立  
⑦   ・地域に合ったデマンドタクシーの運 

営  
・高齢者が楽しめる企画を設定 ・地区毎の公民館を高齢者に開放  
 ・地域情報紙に高齢者事業を掲載  ⑧ 
  

  ・料理研究会をつくり，地元食材を使

用した料理教室を開催   ⑨ 

・会食会などの開催   
  ・学校教育の中で地場産野菜の栽培収

穫に参加 ⑩ 

・小中学生を対象に食育教室を開催 
 ・地場産野菜を使ったメニューの開発  
 ⑪ ・郷土料理や開発した料理を地域内外

に PR  
  ・現在，自治会で行っている三世代交

流事業を他自治会に波及 
⑫ 

・高齢者が地元幼稚園や保育園の園児

に昔ながらの遊びを伝授 
  ・高齢者を対象とした生きが

いづくりサロンを設置  
⑬  ・サロンを三世代交流の場と

して活用 
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